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　平成25年度から大瀬戸小学校として統合される松島小学校で行われた最後の卒業式。卒業した
浅川晴由くんと（左）濱崎智成くん（右）及び9名の在校生は松島小140年の歴史と伝統を胸に母校に
別れを告げました。

つながる ひろがる 未来へつづく 健康の里さいかい

広 報 西海市
主な
内容



　平成25年度の一般会計当初予算については、市長及び市議会議員選挙を控えている
ため、社会福祉費や公共施設の管理費などの義務的経費や前年度から継続している事
業を中心とした骨格予算として編成しています。
　そのため、前年度当初予算に比べ8.3％減の総額175億6,300万円となっており、政
策的な事業については、６月定例議会で追加補正を行う予定です。
　今年度の市政運営のテーマは昨年度に引き続き「地域再生」を掲げ、これまで推進
してきた「自然・食・歴史・文化等」の地域資源を活かしたまちづくりについて、更
に継続・発展させていくこととしています。
　主な継続事業については『地域対策支援事業』や『市道道路改良事業』など、地域
の要望に対応した事業や、市民生活に直結する『ごみ処理施設整備事業』や『有害鳥
獣被害対策事業』などを盛り込み、「市民協働の住みよいまちづくり」の実現に向け
て積極的な取り組みを行っていきます。
　市民のみなさんの視点に立つことを最優先に考え、限られた財源の中で全事業の見
直しを行い、ムダを省いた予算編成に努めました。

一 般 会 計　175億6,300万円（対前年度比8.3%減）
特 別 会 計……113億398万7千円（対前年度比 2.3%増）
公営企業会計……4億2,414万7千円（対前年度比 8.7%減）

全  会  計　292億9,113万4千円（対前年度比4.5%減）

約6千円
(1万5千円)

市議会の
運営などに

約1万9千円
(4万6千円)

消防施設の整備や
消防団の運営などに

約7万6千円
(18万6千円)

総務費
労働費などに

約9万2千円
(22万5千円)

病気の予防やごみ処理などに

約9万4千円
(23万円)

借りたお金の返済に

約8千円
(2万円)

商工業や
観光振興などに

約18万9千円
(46万2千円)

高齢者、障害者、
児童の福祉推進などに

約3万2千円
(7万8千円)

道路、公営住宅、
公園の整備などに

約1万4千円
(3万4千円)

農業、林業、
水産業の振興などに

約4万2千円（10万3千円)

学校の管理や
文化スポーツ振興などに
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※当初予算額を平成25年1月末日時点の人口30,728人で市民一人当たりの金額に換算しています。
　また、(　)内は平成25年1月末日時点の世帯数(12,551世帯)換算で一世帯当たりの金額です。

一般
会計 約57万2千円 (約139万9千円)

１世帯当たりの予算市民１人当たりの予算

平成

25
年度
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特 別 会 計 企 業 会 計

事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
事 業 収 益
事 業 費 用
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水 道 事 業

工 業 用
水 道 事 業

会　計　名 予　算　額
2億447万円
2億1,706万円
6,173万円

1億1,802万円
8,055万円
8,495万円

1万円
412万円

歳出
民生費

58億449万円
（33.0％）

民生費
58億449万円
（33.0％）

衛生費
28億2,157万円
（16.1％）

衛生費
28億2,157万円
（16.1％）

農林水産業費
4億2,524万円（2.4％）
農林水産業費
4億2,524万円（2.4％）

（目的別）

商工費
2億5,503万円（1.5％）
商工費
2億5,503万円（1.5％）土木費

9億7,933万円（5.6％）
土木費

9億7,933万円（5.6％）

消防費
5億7,583万円
（3.3％）

消防費
5億7,583万円
（3.3％）

教育費
12億9,003万円
（7.3％）

教育費
12億9,003万円
（7.3％）

公債費
28億8,517万円
（16.4％）

公債費
28億8,517万円
（16.4％）

議会費
1億9,038万円
（1.1％）

議会費
1億9,038万円
（1.1％）

総務費その他
23億3,593万円
（13.3％）

総務費その他
23億3,593万円
（13.3％）

歳入

市税
39億6,510万円
（22.6％）

市税
39億6,510万円
（22.6％）

「分担金及び負担金」、
「使用料及び手数料」など

8億1,853万円
（4.7％）

「分担金及び負担金」、
「使用料及び手数料」など

8億1,853万円
（4.7％）

繰入金、繰越金
2億4,764万円
（1.4％）

繰入金、繰越金
2億4,764万円
（1.4％）

国庫支出金
18億2,473万円
（10.4％）

国庫支出金
18億2,473万円
（10.4％）

県支出金
12億7,181万円
（7.2％）

県支出金
12億7,181万円
（7.2％）

地方譲与税など　6億1,190万円（3.5％）地方譲与税など　6億1,190万円（3.5％）

市債
18億1,360万円
（10.3％）

市債
18億1,360万円
（10.3％）

地方交付税
70億969万円（39.9％）

地方交付税
70億969万円（39.9％）

自主財源
（28.6％）
自主財源
（28.6％）

依存財源
（71.4％）
依存財源
（71.4％）

会　計　名
国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（直診勘定）
後 期 高 齢 者 医 療
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
工 業 団 地 整 備 事 業
交 通 船 事 業
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）

予　算　額
47億3,254万円
2億6,553万円
3億3,883万円
6億5,280万円
14億8,335万円

1万円
1億2,362万円
36億8,123万円

2,608万円

一般会計における歳入と歳出の構成比（総額175億6,300万円）

●自主財源
　市が自主的に得ることができる収入で、市税、使用料および手数料、諸収入など。
●市税
　個人市民税、法人市民税、固定資産税、軽自動車税など、市へ納付される税金。
●分担金及び負担金
　特定の事業の実施により利益を受けた人（団体）から徴収するお金。
●使用料及び手数料
　施設の利用や役務の提供を受けた人から徴収するお金。
●繰入金
　特別会計や基金などから一般会計に入れるお金。
●繰越金
　前年度の会計から繰り越されるお金。
●依存財源
　地方交付税や国・県支出金など、国や県から入ってくるお金や、市の借金である
市債など。
●地方交付税
　国税の中から、全国の自治体が同水準の事務が行えるよう、一定の基準により
交付されるお金。
●国・県支出金
　国や県から使用目的を特定して交付されるお金。
●市債
　建物建設や道路整備など多額の費用がかかる場合に、国や銀行などから長期的
に借りるお金。
●地方譲与税
　国が徴収した税金から一定の基準に従い譲与されるお金。

用語解説

用語解説

歳出

人件費
32億7,388万円
（18.6％）

人件費
32億7,388万円
（18.6％）

扶助費
33億4,477万円
（19.0％）

扶助費
33億4,477万円
（19.0％）

公債費
28億8,518万円
（16.4％）

公債費
28億8,518万円
（16.4％）

物件費
23億1,710万円
（13.2％）

物件費
23億1,710万円
（13.2％）

補助費等
11億5,906万円
（6.6％）

補助費等
11億5,906万円
（6.6％）

繰出金
28億348万円
（16.0％）

繰出金
28億348万円
（16.0％）

普通建設事業費
15億2,114万円
（8.7％）

普通建設事業費
15億2,114万円
（8.7％）

その他
2億5,839万円（1.5％）
その他
2億5,839万円（1.5％）

（性質別）

●人件費
　議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員給など。
●扶助費
　社会保障制度の一環として法令（生活保護法、児童福祉法、老人福祉法等）に基づき支出
される経費及び市単独で行っている各種扶助の経費。

●公債費
　市が金融機関等から借り入れた市債（借金）の元利償還金など。
●物件費
　賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、委託料、使用料及び賃借料、原材
料費等。ただし、普通建設事業費、維持補修費及び災害復旧事業費に含まれるものを除く。

●補助費等
　各種団体等に対する負担金、補助及び交付金、寄付金など。
●繰出金
　一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費など。
●普通建設事業費
　道路、橋りょう、学校、庁舎等公共用又は公用施設の新増設などの建設事業に要する経費。
●その他
　維持補修費、貸付金、積立金、災害復旧費、予備費など。
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大瀬戸町
谷﨑さん

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

（
県
知
事
表
賞
）を
受
賞

　

永
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て
、
率
先
し
て
街
頭

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
交
通
安
全
の
普
及
と
啓
発
に
努

め
る
な
ど
、
交
通
安
全
の
推
進
に
貢
献
し
た
個
人
に
対
し

贈
ら
れ
る
「
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
」
を
、
西
海
市
大
瀬

戸
町
在
住
の
谷た

に

﨑さ
き

朝と
も

一い
ち

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
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谷
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
4
月
か
ら
30
年
間
、
西
海
市

交
通
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市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
5
年
間
に
わ
た
る
新
た
な
行
政
手
法

の
創
出
や
行
政
組
織
の
見
直
し
、
事
務
事
業

の
改
善
な
ど
、
行
財
政
運
営
の
改
革
に
向
け

た
取
り
組
み
方
を
定
め
た
「
第
2
次
西
海
市

行
政
改
革
大
綱
」
を
平
成
22
年
3
月
に
決
定
。

そ
の
実
施
計
画
と
し
て
平
成
23
年
3
月
に

「
西
海
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
作

り
ま
し
た
。
今
回
、
平
成
23
年
度
に
お
け
る

行
政
改
革
の
取
組
み
状
況
を
検
査
し
、
こ
れ

か
ら
の
取
組
み
に
生
か
す
た
め
、
実
績
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
公
表
す
る
も
の
で

す
。

　

取
り
ま
と
め
の
結
果
、
効
果
額
は
、
目
標

を
上
回
り
3
億
3
，0
3
5
万
4
千
円
で
、

職
員
削
減
数
は
、
目
標
を
1
名
上
回
り
33
名

で
し
た
。
効
果
額
が
目
標
を
上
回
っ
た
理
由

と
し
て
は
、
市
税
等
の
徴
収
強
化
に
よ
り
滞

納
額
の
縮
減
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
や
地
方
債
の
繰
上
償
還
を
毎
年
実

施
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
将
来
の
支
払
い
利

息
の
縮
減
に
よ
る
効
果
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

中
間
実
績
報
告
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総
務
部
総

務
課
の
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

集中改革プラン中間実績報告
～約 3 億 3 千万円の財政効果と 33 名の職員削減を実現～

○集中改革プランにおける経費削減等の財政効果額（平成 23年度）

項目
効果額 職員削減数

目標額 実績額 目標数 実績数

(1) 事務事業の見直し 71,461 千円 51,680 千円 18名 18名

(2) 組織機構の再編 0千円 0千円 0名 0名

(3) 人事管理の適正化 △ 94,022 千円 △ 24,846 千円 △ 27名 △ 25名

(4) 財政運営の健全化 60,910 千円 118,459 千円 0名 0名

(5) 公営企業の健全化 180,268 千円 185,061 千円 41名 40名

合　計 218,617 千円 330,354 千円 32名 33名
問い合わせ先：総務課　☎ 37-0061　E-mail：soumu@city.saikai.lg.jp
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環境ニュース

○微小粒子状物質（PM2.5）とは
　大気中に浮

ふ ゆ う

遊している粒子状物質で、粒
りゅうけい

径が 2.5 μm（マイクロメートル）以下の粒子のことです。
自動車の排ガスや空気中のガスの化学反応に由来する粒子であると推測されています。肺の奥深くまで
入りやすく、ぜん息や気管支炎など呼吸疾患や循環器系へ影響を与えると考えられています。なお、μ
m（マイクロメートル）という単位は、mm（ミリメートル）の 1,000 分の 1であり、PM2.5 の粒径
は下図に示すように髪の毛の直径 70μmの約 30分の 1となるため、人の目には見えません。

○注意喚
かん

起
き

の周知
　微小粒子状物質（PM2.5）濃度の日平均値が 70μ g/㎥を超えると予想される場合には、長崎県から
注意喚起の「お知らせ」が公表されます。また、あわせて西海市においても防災無線により周知を行います。

○注意喚起の内容
・暫

ざん　てい　し　しん　ち

定指針値 :70 μ g/㎥を超える可能性がある。
・不要不急の外出はできるだけ控えましょう。
・屋外での激しい運動、長時間の運動をできるだけ減らしましょう。
・マスクをする場合は、サイズを合わせるなど適切に着用しましょう。
・屋内に粒子を持ち込まないように、室内の換気は必要最小限にし、洗濯物はできるだけ室内に干すな
どの工夫をしましょう。

・呼吸器系（ぜん息など）や循環器系（心臓病など）の疾
しっ　かん

患がある方や子供、高齢者は、体調の変化に
注意しましょう。

○注意喚起の解除
　一般の人が屋外で活動する機会の増える日中の行動の参考情報として、注意喚起を行うものですが、
夜間にも微小粒子状物質（PM2.5）の濃度が変動するため翌日の午前 0時をもって、注意喚起の情報は
自動的に解除されます。

○測定結果にかかる速報値の公開
（1）環境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」　http://soramame.taiki.go.jp/
（2）長崎県環境政策課ホームページ　http://www.pref.nagasaki.jp/kankyo/

微
び し ょ う

小粒
りゅう し じ ょ う

子状物
ぶ っ し つ

質（PM2.5）にご注意ください
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　平成 17 年度から国が西海町横瀬郷に所在する横瀬貯油所に整備を進めていた LCAC 施設は、昨
年 3 月に工事が完了し、今年の 2 月 1 日に米軍に提供する施設及び区域の追加提供について閣議決
定され、正式に米軍に引き渡されました。LCAC は機材や人員を輸送する軍用のホバークラフトで
あり、新しい施設には、LCAC のための整備工場、管理棟、洗機場、駐艇場、消音装置つき試運転
場などがあります。3 月 15 日に開所式が行われ、本格運用が始まることになりました。
　西海市と九州防衛局は、平成 24 年 11 月 9 日に LCAC の運用に関する協定書を締結し、米軍の
運用にあたって住民の生活に不安や懸念が生じた場合は、これらの解消のため双方が最大限の努力を
することなどを取り決めています。
　九州防衛局によると、LCAC の運用は、原則として平日に行われ、下記ルートを基本に航行し、港
内を航行される漁業関係者などの船舶使用者の海上交通の安全確保を図るとしています。

横瀬 LCAC 施設の運用が
始まりました
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　平成 25 年 2 月 1 日より、横瀬貯油所地先における施設水域の範囲の一部が変更されました。横
瀬貯油所周辺を航行の際には、変更内容にご注意ください。

　ＬＣＡＣが出港する際
には回転灯が点灯して、
猪ノ首鼻周辺及び丸崎鼻
周辺に出港のお知らせを
いたします。回転灯が点
灯しているときは航行に
ご注意ください

回転灯①（猪ノ首鼻周辺） 回転灯②（丸崎鼻周辺）
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おススメの
新刊本 きょういく 広場の

感動
！

おは しな 会
会おたのしみ

「たくさん読んで大きくなぁれ」
4 月 23日から 5月 12日は「こども読書週間」です。家族で市立図書館（室）に足を運んで、本の世界を楽しみませんか？

地　区 日　　　時 内　　　容
西　彼 4月 6日 午前10時～ 絵本の読み語り・工作など
西　海 4月 13日 午前10時30分～ 絵本の読み語りほか
大　島 4月 27日 午前10時30分～ 絵本の読み語りほか
大瀬戸 4月 20日 午前10時～ 絵本の読み語り・工作など

地区
一般書 児童書

題　名 著　者 題　名 著　者

西彼
夜の底は柔らかな幻　上下 恩田　陸 内村航平 本郷　陽二
100歳じぃさん101歳ばぁさん 吉田　信 南極大陸のふしぎ 武田　康男
パパは麺の達人 日清食品チルド達人

養成プロジェクト編 おさるが100ぴき せべ　まさゆき

西海
完全黙秘の女 法坂　一広 ソードハンド　闇の血族 マーカス・セジウィック
農家・法人の労務管理 福島邦子・公夫 だっこれっしゃ 春田　香歩
桜嵐恋絵巻 深山　くのえ 歴史ビジュアル実物大図鑑 山下　裕二

大島
欠落 今野　敏 がんばれゆうくん一年生 西本　鶏介
セーラー服と黙示録 古野　まほろ 駅の小さな野良ネコ ジーン・クレイグヘッド・ジョージ
40代　大人女子のための“お年頃”読本 横森　理香 びんぼうがみじゃ 西村　繁男

崎戸
世界が猫が消えたなら 川村　元気 ジャコのお菓子な学校 ラッシェル・オスファテール
シルバー川柳 みやぎシルバーネット編 ちびころおにぎり　はじめてのおかいもの おおい　じゅんこ
ベアード・トゥ・ユー　上・下 シルヴィア・デイ あかちゃんのいちにち ジェーン・マッシー

大瀬戸
はっぱや神馬 檜垣　亮 ねこのたからさがし さえぐさ　ひろこ
おばあちゃんの知恵レシピ 主婦の友社編 かがやいてる 平安座　資尚
戦国大名勢力変遷地図 外川　淳 巨大恐竜ブラキオサウルス 関口　たか広

小蔵屋を営むお草さんが珈琲を
仕入れるミトモ珈琲商会が代替
わり。事務的で冷たい感じを受
ける 2代目の女社長には、小
蔵屋の近くに出店する計画が…。
（紅雲町珈琲屋こよみ　3）

吉永　南央

名もなき花の 
大島地区

死に別れた母、妻。生きている
のに会えなかった母。そばにい
るけど折り合いが悪い父―。悩
みも悲しみも喜びも、家族のな
かにある。家族短編小説全 8
編を収録。

森　浩美

家族往来   
  

大瀬戸地区

私立探偵マーロウは依頼人スター
ンウッド将軍の自宅を訪れた。娘の
カーメンが作った借金でガイガーな
る男からお金を要求されているとの
事だった。ガイガーはなにやらいか
がわしいビジネスをしているもよう。
そのビジネスとはいったい何なのか。

レイモンド・チャンドラー

大いなる眠り  
西海地区

2012年8月、シリア内戦の取材中に
亡くなったジャーナリスト山本美香。
彼女はなぜ紛争地を取材し続けたの
か? パートナー佐藤和孝の証言や本
人の著書を通し、「愛」と「行動力」で
駆け抜けた山本美香の素顔に迫る。

山本美香　日本テレビ編

山本美香という
生き方

西彼地区
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vol.21SAIKAI

ニュース
長崎がんばらんば国体西海市実行委員会（西海市教育委員会スポーツ振興課内）

TEL：0959-37-0076／FAX：0959-22-1120

がんばくん

西海市開催競技の新体操は
2014年

10月19日（日）・20日（月）

デモンストレーション
スポーツ行事の3B体操は
2014年10月4日（土）

　リハーサル大会とは、平成２６年に開催される長崎がん
ばらんば国体の運営能力や機運を高めるために各種競
技会場で行う大会です。
 リハーサル大会を開催するにあたり、多くの皆さんに「国
体」について知っていただき、応援・スタッフなど様々な形
での参加ができるように準備を進めているところです。
　西海市では下記日程にてリハーサル大会を行います。
国体にも勝る熱い戦いが繰り広げられますので、ぜひ会
場へお越しください。

　西彼杵道路小迎バイパス開通イベントとして、３月１７日（日）にさいかい
シティウォークが開催されました。当日は国体のマスコットキャラクターで
ある、がんばくんとらんばちゃんも訪れ国体に向けてのPRを行いました。
　今年は国体開催1年前となり、がんばくん・らんばちゃんもたくさんの会
場で広報活動を行いたいとはりきっています。がんばくん・らんばちゃんに
応援してもらいたいイベントがありましたら、西海市実行委員会事務局ま
でお問い合わせください。

長崎がんばらんば国体では大会運営に多くのみなさんの力が必要になります。そこで西海市
ではボランティアとして協力してくださる方を募集しています。

◇応募できる方 活動日において中学生以上で西海市内に居住もしくは通勤・通学されている方
◇募 集 期 間 平成25年3月1日～平成26年7月31日
◇活 動 内 容 
　　①会場サービス：会場内でのドリンクサービスや弁当引き換えなど
　　②交通・誘導整理：会場や駐車場等での交通整理やバスの乗降補助など 
　　③環境美化：会場及び周辺での美化・清掃・花プランターの管理など
　　④記録：大会記録写真やビデオ等の撮影補助など
　　⑤会場設営：会場設営及び撤去の作業補助
　　⑥おもてなし：来場者への観光案内などおもてなし全般 

活動内容等は長崎がんばらんば国体ホームページ（西海市）に記載しています。
お申し込みなど詳しくはこちらへお問い合わせください。
http://www.city.saikai.nagasaki.jp/kokutai/

長崎がんばらんば国体リハーサル大会が行われます　№１

さいかいシティウォークにがんばくんも参加しました！！

ーサル大会が行われます　№１

ボランティア募集

新体操
リハーサル大会

大 会 名：全九州高等学校体育大会 全九州高等学校新体操大会
開催期間：6月14日（金）～16日（日）
会　　場：大瀬戸総合運動公園　体育館
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大
崎
中
学
校
の
開
校
に
あ
た
っ
て

西
海
市
長　

田
中　

隆
一

　

西
海
市
立
大
崎
中
学
校
の
開
校
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

顧
み
ま
す
と
、
平
成
20
年
8
月
に
、
大
島
・

崎
戸
地
区
の
2
つ
の
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、

｢

西
海
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画｣

と
し
て
答
申
を
受
け
、
地
域
の
皆
様
に
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
保
護
者
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
の
話
し
合
い

を
重
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
教

育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
大

島
・
崎
戸
両
中
学
校
の
統
合
と
、
併
せ
て
大
崎

高
等
学
校
と
の
中
高
一
貫
教
育
の
実
施
に
つ
い

て
ご
理
解
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

中
高
一
貫
教
育
は
、
中
学
校
と
高
等
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
3
年
間
を
接
続
し
、
6
年
間
の
学
校
生
活

の
中
で
計
画
的
・
継
続
的
な
教
育
課
程
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
個
性
や
創
造
性
を
伸
ば

そ
う
と
す
る
も
の
で
、
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性

の
育
成
な
ど
様
々
な
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
中
高
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
に
は
、
中
学
校
の
授
業
で
高
校
の
先

生
が
指
導
し
た
り
、
複
数
の
先
生
が
教
育
指
導
に

当
た
る
な
ど
、
中
学
校
と
高
校
の
教
員
が
相
互
に

協
力
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
連
携
す
る
中
学
校
と
高
校
を
同
じ
敷

地
内
の
同
じ
建
物
の
中
に
設
置
す
る
こ
と
が
最
良

の
方
法
だ
と
考
え
、
長
崎
県
教
育
委
員
会
の
ご
理

解
を
賜
り
、
県
立
大
崎
高
等
学
校
の
敷
地
内
に
大

崎
中
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
も
数
例
し
か
な
い

〝
同
居
〞
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
に

よ
っ
て
、
大
崎
地
区
に
お
け
る
質
の
高
い
教
育

を
実
現
し
、
さ
ら
に
は
大
崎
高
等
学
校
の
存
続

は
も
と
よ
り
地
域
に
お
け
る
高
等
教
育
の
機
会

の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
生
「
大
崎
中
学
校
」
に
は
、
大
島
・

崎
戸
地
区
の
子
ど
も
達
に
輝
く
未
来
を
与
え
た

い
と
い
う
、
多
く
の
方
々
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
そ
の
願
い
に
応
え
る
す

ば
ら
し
い
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

  

ま
た
、
こ
こ
大
島
・
崎
戸
の
地
に
は
、
す
ば

ら
し
い
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
そ
し
て
人
々
の

知
恵
が
あ
り
ま
す
。
新
生
「
大
崎
中
学
校
」
が

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
多
く
の
活
動
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
す

ば
ら
し
さ
を
子
ど
も
達
に
教
え
導
い
て
い
か
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
子
ど
も
達
の
健
全

育
成
と
地
域
振
興
に
全
力
を
注
い
で
参
り
ま
す
。

  

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
の
大
崎
中
学
校
生
徒
の

健
や
か
な
る
成
長
並
び
に
、
新
し
い
伝
統
、
校

風
づ
く
り
の
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域

の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
の
今
ま
で

同
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
長
崎
県
教
育
委
員
会
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
大
崎
中
学

校
の
開
校
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

西
海
市
立
大
崎
中
学
校
が

　
い
よ
い
よ
開
校
し
ま
す
！

連携型中高一貫教育だより
　

広
報
さ
い
か
い
1
月
号
か
ら
3
月
号
ま
で
、
西

海
市
立
大
崎
中
学
校
と
長
崎
県
立
大
崎
高
校
と
で

始
ま
る
「
同
居
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
3
月
に
は
改
修
工

事
や
新
館
の
建
設
も
終
わ
り
、
大
島
中
学
校
と
崎

戸
中
学
校
か
ら
大
崎
中
学
校
へ
の
引
越
も
無
事
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
こ
の
4
月
に
西
海
市
立
大
崎
中
学

校
が
開
校
し
、
大
崎
高
校
と
の
新
し
い
教
育
が
始

ま
り
ま
す
。

　中戸の浜に静かに波が打ち寄せ、春の温かい風がこの大崎中学校の校舎に吹いていきます。
　今、校舎は、工事の音も無くなり、静かに生徒たちの姿を待っています。
　高校生と中学生の元気な声が重なり合って、この校舎中に響き渡る時がくるのが楽しみです。
　これからも、この大崎中学校と大崎高等学校で行われる「同居連携型中高一貫教育」の取
り組みをさまざまな形でお知らせしていきます。ご期待ください。

西海市立大崎中学校開校式
日　時 :4 月 8日（月）10時 30分～ 11時 15分
場　所 : 大崎高等学校体育館
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豊
か
な
自
然
と
温
か
な
人
情
あ
ふ
れ
る
、

こ
の
大
島
・
崎
戸
の
地
で
、
素
直
で
は
つ
ら

つ
と
し
た
生
徒
た
ち
に
迎
え
ら
れ
1
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
磯
の
香
り
の
た
だ
よ
う
中
、
校

長
室
の
窓
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
向
か
う
生

徒
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

炭
鉱
と
と
も
に
栄
え
た
、
大
島
・
崎
戸
両
町

の
熱
い
期
待
を
受
け
昭
和
27
年
に
設
立
さ
れ
た

大
崎
高
等
学
校
は
、
か
つ
て
は
1
，2
0
0
人

を
超
え
る
生
徒
を
擁
す
る
大
規
模
校
で
し
た

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
嵐
の
中
、
相
次
ぐ
炭

鉱
の
閉
山
、
さ
ら
に
は
全
国
的
な
少
子
化
の
流

れ
も
加
速
し
、
現
在
は
よ
う
や
く
百
名
を
越
え

る
ほ
ど
の
生
徒
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
減
少
へ
の
対
応
は
大
崎
地
区
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
な
喫
緊
の
教
育
課

題
で
す
。
そ
の
解
決
の
一
策
と
し
て
長
崎
県
と

西
海
市
が
歩
調
を
合
わ
せ
、
大
崎
高
校
に
お
け

る
「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
」
が
「
長
崎
県
立

高
等
学
校
改
革
第
6
次
実
施
計
画
」
に
お
い
て

策
定
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
実
施
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
た
に
で
き
る
「
大
崎
中

学
校
」
を
高
校
校
舎
・
敷
地
内
に
設
置
し
て
、

中
高
連
携
し
た
一
貫
教
育
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
す
。
6
年
間
を
見
通
し
た
効
率
的
な
教

育
課
程
や
、
社
会
性
・
協
調
性
を
育
む
合
同
行

事
、
教
員
の
専
門
性
を
補
完
す
る
相
互
乗
り
入

れ
授
業
な
ど
が
特
色
で
す
。

　

全
国
に
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
は
80
校

余
り
あ
り
、
長
崎
県
で
は
大
崎
地
区
は
宇
久
、

奈
留
、
小
値
賀
地
区
に
続
い
て
4
例
目
と
な

り
ま
す
。
先
日
、
上
対
馬
地
区
が
後
に
続
く

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
と
り
も

な
お
さ
ず
中
高
連
携
教
育
の
高
い
教
育
効
果

が
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
で
す
。
特
に
大
崎
地

区
は
全
国
で
も
例
の
少
な
い
（
も
ち
ろ
ん
長

崎
県
で
は
初
）「
同
居
型
」
で
す
。
さ
ら
に

高
い
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
、
中
戸
の
校
舎
は
初
め
て
中
学
生
を
迎
え

入
れ
、
昨
年
に
倍
す
る
に
ぎ
や
か
さ
で
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。ま
さ
に
胸
躍
る
気
分
で
す
。

　

小
規
模
校
の
不
利
を
感
じ
さ
せ
な
い
教
育

を
実
践
し
て
高
い
成
果
を
あ
げ
、
地
元
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
教
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、こ
の「
新
生
大
崎
」に
ご
注
目
く
だ
さ
り
、

暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

透
き
通
っ
た
青
い
海
が
、
太
陽
の
光
を
受

け
て
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
輝
く
中
戸
瀬

戸
。
海
と
空
の
境
を
見
間
違
う
か
の
よ
う
な

一
面
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
原
。
そ
し
て
、

磯
の
香
漂
う
風
光
明
媚
な
こ
の
地
に
西
海
市

立
大
崎
中
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
行
政
は

も
と
よ
り
保
護
者
、
地
域
の
方
々
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
3
年
間
の
協
議
を
経

て
開
校
に
至
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
感

謝
を
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
学
校
で
は
、
平
成
18
年
に
改
正
さ
れ

た
教
育
基
本
法
の
も
と
、
平
成
24
年
度
か
ら

新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
崎
中
学
校
で
は
、
そ
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
生
き
る
力
」
の
育
成
の
た
め
、
本
校

の
校
訓
「
夢
・
志
・
学
」
の
理
念
を
踏
ま
え

た
教
育
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
夢
は
追
い
か
け
る
だ
け
で
は

叶
う
は
ず
も
な
く
、
夢
を
実
現
す
る
た
め
の

し
っ
か
り
と
し
た
志
、
努
力
と
勇
気
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
、
学
ぶ
こ
と
は
自
分
自
身
の

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
未
来
を
切

り
拓
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

大
崎
中
学
校
は
、
西
海
市
立
の
中
学
校
で

あ
り
な
が
ら
、
同
居
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

の
学
校
と
し
て
周
囲
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
番
期
待
し

て
い
る
の
は
生
徒
自
身
で
あ
り
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
の
一
番
の
特
色
は
、
他

の
学
校
に
は
な
い
〝
中
学
生
と
高
校
生
が
同

居
す
る
〞
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
・
高
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
計
画
に
基
づ
い
て
教
育
を
実
践

す
る
一
方
で
、〝
人
〞
と
い
う
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
職
員
の
連
携
と
い
う

点
で
も
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒

が
楽
し
く
学
び
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
子
ど

も
の
確
か
な
成
長
が
感
じ
ら
れ
、
教
職
員
が

や
り
が
い
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
学
校

を
目
指
し
ま
す
。

　

最
後
に
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、

本
校
が
単
に
〈
大
島
中+

崎
戸
中
〉
に
と

ど
ま
ら
ず
、〈
大
島
中
×
崎
戸
中
×
大
崎
高
〉

と
し
て
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
立
大
崎
高
等
学
校

　

校
長　

吉
川　

幸
治

西
海
市
立
大
崎
中
学
校

　

校
長　

中
富　

洋
幸

新
た
な「
大
崎
」
発
進
！

開
校
に
あ
た
っ
て
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2
月
23
日
、
西
海
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
第

6
回
西
海
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
せ
ん
だ
い
泉
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱
取
締
役
事

業
部
長
の
阿
部
清
人
先
生
に
よ
る
「
お
も
し
ろ

ナ
ッ
ト
ク
!
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
を
対
象
に
科
学
を
実
体
験
さ
せ
る
な

ど
、
科
学
の
不
思
議
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

昼
に
は
西
海
市
地
域
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
お
に

ぎ
り
と
豚
汁
の
昼
食
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
の
第
8
回
西
海
市
少
年
の
主
張
大
会

で
は
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
6
名
、
高
校
か
ら
3

名
、
小
学
校
か
ら
4
名
が
出
場
し
、
中
学
生
の
部

で
、「
一
番
大
切
な
も
の
は
?
」
を
発
表
し
た
、

崎
戸
中
学
校
1
年
の
平
戸
美
紀
さ
ん
が
、
最
優
秀

賞
に
あ
た
る
西
海
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
発
表
者
も
大
変
す
ば
ら
し
い
内

容
で
来
場
者
か
ら
拍
手
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
長
賞
に
輝
い
た
平
戸
さ
ん
は
、
来
年
度
に
開

催
さ
れ
る
、
第
35
回
「
少
年
の
主
張
」
長
崎
県
大

会
に
西
海
市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

西
海
市
青
少
年

健
全
育
成
大
会

第８回西海市

少年の主張
大会出場者

▲手動発電機の熱で発泡スチロールを切る実験のようす

▲少年の主張で司会を務めた、
　崎戸中学校の松

まつ

﨑
さき

光
こう

樹
き

さん（左）と
　大島中学校の上

う え の な

野奈緒
お

さん（右）

▲吉
よし

牟
む た

田　航
わたる

さん
　（西海中２年）

▲若
わかす ぎ

杉　太
たい

志
し

さん
　（平島中 1年）

▲澤
さ わ だ

田　直
なお

さん
　（大島中２年）

▲富
とみ

口
ぐち

　綾
あ や の

乃さん
　（大瀬戸中２年）

▲川
かわぐ ち

口さくらさん
　（西海北小６年）

▲冨
とみな が

永　瑞
みず

希
き

さん
　（西彼中２年）

▲西海市長賞を受賞した
　平

ひ ら ど

戸美
み づ き

紀さん ( 崎戸中１年 )

▲高
た か み

見利
り

佳
か こ

子さん
　（西海東小６年）

▲田
た

﨑
さき

　萌
も

愛
え

さん
　（西海南小６年）

▲中
な か お

尾　美
み ほ

穂さん
　（西海西小６年）

▲中
なかむ ら

村　由
ゆ か

香さん
　（西彼杵高１年）

▲南
みなみ

　弘
こう

祐
すけ

さん
　（大崎高１年）

▲楠
くすも と

本奈
な お み

緒美さん
　（西彼農高１年）

第 6回
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2
月
18
日
、
西
海
公
民
館
で
西
海
市

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
式
が
行
わ

れ
、平
成
24
年
度
に
社
会
教
育
、ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
の
面
で
特
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
5
名
に
対
し
、
寺
本
教
育
委
員
長

が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
社
会
教
育
功
労
表
彰
】

○
作
中　

修

　

多
年
に
わ
た
り
松
島
地
区
公
民
館
書
記

及
び
主
事
と
し
て
意
欲
的
に
活
動
を
実
践

し
、
本
市
に
お
け
る
社
会
教
育
の
普
及
振

興
に
貢
献
。

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰
】

○
梅
川　

恒
義

○
平
岩　

信
悟

　

多
年
に
わ
た
り
相
撲
競
技
指
導
者
と
し

て
意
欲
的
に
活
動
を
実
践
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
貢
献
。

【
文
化
顕
彰
】

○
中
村　

歩
美
（
崎
戸
中
学
校
）

　

平
成
24
年
度
少
年
の
主
張
長
崎
県
大
会

優
秀
賞
（
長
崎
新
聞
社
賞
）

【
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
】

○
田
中　

匠
貴（
県
立
ろ
う
学
校
高
等
部
）

　

平
成
24
年
度
第
12
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
ぎ
ふ
清
流
大
会
」

　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
競
技　

優
勝

　

走
り
幅
跳
び
競
技　

第
3
位

平
成
24
年
度
西
海
市

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

個
人

5
名
を

表
彰
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まちの　題話
あ
り
が
と
う

わ
が
母
校

〜
各
校
で
閉
校
式
・
記
念
式
典
〜

大島中学校 崎戸中学校

多以良小学校 雪浦小幸物分校

閉校式 閉校式

記念式典
記念式典

松島小学校

閉校式
記念式典

　

4
月
か
ら
統
合
の
た
め
、
閉
校
す
る
小

中
学
校
で
閉
校
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
は
、
小
学
校
が
2
月
24
日
多
以

良
小
学
校
、
3
月
19
日
松
島
小
学
校
、
同

月
22
日
幸
物
分
校
、
中
学
校
が
3
月
15
日

に
大
島
中
学
校
、
崎
戸
中
学
校
で
行
わ
れ
、

各
校
と
も
、
歴
史
と
伝
統
が
刻
ま
れ
た
校

旗
を
教
育
委
員
会
へ
返
納
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
や
卒
業
生
等
な
ど
の

有
志
に
よ
る
閉
校
記
念
式
典
が
各
学
校
で

行
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
昔
の

写
真
や
作
品
な
ど
の
展
示
で
来
場
し
た
人

た
ち
は
母
校
へ
の
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し

た
。
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まちの　題話

小
迎
バ
イ
パ
ス

開 

通

一
般
国
道
2
0
6
号
線

　

3
月
23
日
、
一
般
国
道
2
0
6
号
線
（
小
迎
バ
イ

パ
ス
）
の
開
通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
迎
バ
イ
パ
ス
は
、
長
崎
市
と
佐
世
保
市
を
約
1

時
間
以
内
で
結
ぶ
こ
と
を
目
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
地
域
高
規
格
道
路
「
西
彼
杵
道
路
」
の
一
部
で
、

地
域
間
の
交
流
と
交
通
混
雑
の
解
消
、
交
通
安
全
の

確
保
に
寄
与
さ
れ
、
非
常
時
に
お
け
る
国
道
の
代
替

路
線
と
し
て
の
役
割
も
担
う
道
路
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

小
迎
か
ら
大
串
ま
で
の
距
離
は
5
・
8
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
い
ま
ま
で
よ
り
も
3
分
短
縮
で
通
行
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

小
迎
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
記
念
し
て
、
同
月
17
日

に
第
8
回
さ
い
か
い
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
市
内
外
か
ら
8
7
2
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
小
迎
バ
イ

パ
ス
か
ら
見
え
る
景
色
を
眺
め
な
が
ら
元
気
に
楽
し

く
歩
い
て
い
ま
し
た
。

▲がんばらんば体操でスタートの準備

▲大串 IC入口を歩く参加者

▲バイパスの中間地点を歩く
　ファミリーコースの参加者
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まちの　題話
　

2
月
24
日
、
西
海
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
・

西
彼
総
合
体
育
館
で
西
海
地
区
防
犯
柔
剣

道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
道
を
通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と

犯
罪
防
止
の
啓
発
を
図
る
た
め
開
か
れ
た

大
会
に
は
、
西
海
警
察
署
管
内
外
の
小
・

中
学
校
、
一
般
か
ら
剣
道
の
部
、
柔
道
の

部
合
わ
せ
て
16
チ
ー
ム
約
1
8
0
名
が
参

加
し
、
団
体
戦
、
個
人
戦
で
優
勝
を
競
い

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
市

内
チ
ー
ム
の
み
）。

柔
道
（
団
体
）

　

優
勝　

西
海
柔
道
ク
ラ
ブ
B

　

準
優
勝　

西
海
柔
道
ク
ラ
ブ
A

柔
道
（
個
人
）

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　

第
3
位　

村
川
小
雪
（
西
海
柔
道
）

・
小
学
校
高
学
年
の
部

　

優
勝　

麻
生
と
き
わ
（
西
海
柔
道
）

　

準
優
勝　

高
崎
桂
哉
（
西
海
柔
道
）

　

第
3
位　

井
石
賢
仁
（
西
海
柔
道
）

剣
道
（
個
人
の
み
）

・
小
学
1
・
2
年
の
部

　

準
優
勝　

山
口
力
丸
（
太
田
和
少
年
）　

　

第
3
位　

鉾
屋　

粋
（
七
釜
少
年
）

・
小
学
5
・
6
年
の
部

　

準
優
勝　

今
村
陽
葵
（
七
釜
少
年
）

・
中
学
校
男
子
の
部

　

第
3
位　

久
保
田
悠
貴
（
七
釜
少
年
）

・
高
校
・
一
般
の
部

　

第
3
位　

久
保
田
信
秀
（
七
釜
少
年
）

　

6
月
2
日
に
開
講
し
た
キ
ッ
ズ
英

会
話
ス
ク
ー
ル
が
3
月
2
日
に
閉
講

式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

受
講
生
た
ち
は
、
毎
月
1
回
の
開

催
を
楽
し
み
に
、
長
崎
大
学
英
文
科

と
初
等
科
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
指
導

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

閉
講
式
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
受
講

生
を
代
表
し
て
松
島
小
学
校
5
年
髙

田
康
介
さ
ん
が
「
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー

ル
の
生
徒
に
英
語
で
話
し
て
通
じ
た

こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
英
語
を
教

え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
は
、
少

し
自
信
が
つ
い
た
様
子
で
し
た
。

　

3
月
13
日
、
西
彼
町
の
小
迎
駐
在
所
の

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
駐
在
所
は
、
昭
和
53
年
か
ら
35
年
間
、

地
域
に
お
け
る
警
察
官
の
拠
点
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
伴
い
、

小
迎
I
C
交
差
点
付
近
に
新
た
に
新
築
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
駐
在
所
は
、
駐
車
場
も
広
く
、
事
務

所
の
ほ
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
も
設

置
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
よ
り
立
ち
寄

り
や
す
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
熱
し
た
戦
い

小
迎

新
駐
在
所
が
完
成

西
海
地
区
防
犯

柔
剣
道
大
会

▲開会式のようす

▲柔道

▲剣道

キッズ英会話スクール閉講式

新駐在所

旧駐在所

小迎 IC

至　大串
←

至　西海町
←

至
西海パール
ライン→

→
至　西海橋

エレ
ナ

ナフ
コ

西彼
北

小学
校
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　この事業は、在宅の高齢者及び障害者の方の日常生
活を容易にし、また、介護者の負担軽減を図ることを
目的として、手すりの取付けや段差解消等の改修工事
を行う際の経費の一部を助成する事業です。
助成対象者
（西海市に居住し、次のいずれかに該当する方。）
　①介護保険制度の住宅改修費の助成を受ける方で、
　　65歳以上の方
　②身体障害者手帳の交付を受けられた方で、障害等
　　級が1級または2級の方
　※上記に該当する方でも、世帯員（本人を含む）に
　　住民税や所得税が課税されている場合は、助成の
　　対象者とはなりません。

助成対象工事
○工事内容
　ア　手すりの取付け
　イ　段差の解消

　ウ　引き戸等への扉の取替え
　エ　洋式便器等への便器の取替え
　オ　便所の拡張
　カ　浴槽の取替え及びシャワーの設置　等
○工事要件
　①に該当する対象者の方の場合は、工事費が27
万円を超える場合に限り助成対象となります。

助成率と助成上限額
　助成対象工事費の2／3以内で、22万円を上限と
します。
※介護保険制度から補助がある場合は、11万円が 
　上限となります。
※予算の範囲内での助成となりますので、全ての申
　請に対して助成できない場合があります。

問い合わせ先
福祉課総務福祉班　137-0069

ご利用ください
高齢者・障害者等住宅改造助成事業

※工事費が 30万円の場合
①に該当する対象者の方の場合（介護保険制度の助成を受けられる方）

②に該当する対象者の方の場合（障害者手帳 1級または 2級の方）

※太枠で囲んでいる部分が、本事業から助成される金額です

対象工事費（A） 助成基礎額（B）
（A× 2/3）

内訳（Aの内訳）
介護保険制度によ
る補助額
（C）

助成額（D）
（B－C）

自己負担額（E）
（A－C－D）

300,000
円

200,000
円

180,000
円

20,000
円

100,000
円

対象工事費（A） 助成基礎額（B）
（A× 2/3）

内訳（Aの内訳）
介護保険制度によ
る補助額
（C）

助成額（D）
（B－C）

自己負担額（E）
（A－C－D）

300,000
円

200,000
円

0
円

200,000
円

100,000
円

助成費用の算定例
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介護保険からのお知らせ
「住宅改修費」と「福祉用具購入費」の受領委任払いについて

　利用者がいったん全額を施工事業者・指定福祉用具販売事業者へ支払い、西海市に申請、
審査を経て市から支給対象経費の 9割分を利用者に支給します

【
従 

来
】

「償還払い」

　利用者は施工事業者・指定福祉用具販売事業者に 1割分を支払い、西海市に申請、審査
を経て市から支給対象経費の 9割分を施工事業者・指定福祉用具販売事業者に直接支払わ
れます

【
今
回
追
加
】

「受領委任払い」（平成25年4月1日申請分から）

償還払いの支給の流れ

受領委任払いの支給の流れ

①全額支払 ④9割支給

②領収書

事業者 申請者 西海市

③領収書等手続き

①1割支払

②領収書

事業者 申請者 西海市

③領収書等手続き

④ 9割支給

②領収書 ③領収書等手続き

　平成25年4月1日より、介護保険の「住宅改修費」と「福祉用具購入費」の支給方法において、
「受領委任払い」を導入します。
　介護保険での住宅改修費および福祉用具購入費の支給は、利用者がいったん費用の全額を支払い、
その後に申請をして保険給付分（9割）の支払いを受ける、「償還払い」を原則としています。
　「受領委任払い制度」は住宅改修の利用者の支払いを、初めから1割分で済むようにすることで、
利用者の一時的な負担を軽減するための制度です。残りの9割分については、利用者の委任に基づき、
西海市から施工事業者・指定福祉用具販売事業者に直接支払います。
　なお、償還払いについては、従来どおり利用可能です。

問い合わせ・連絡先
長寿介護課介護保険班
137-0024
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　住宅改修および福祉用具購入について、9割分の給付を受領する権限を施工業者・指定福祉用
具販売業者に委任する書類（施工事業者・指定福祉用具販売事業者の振込先口座を記入）
　○ 西海市介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費受領委任状
　○ 西海市介護保険居宅介護（介護予防）福祉用具購入費受領委任状

【提出書類】
　受領委任払いでは従来の申請書類に加えて、「受領委任状」を提出していただくことになります。

【注意】
　※住宅改修費および福祉用具購入費の支給を受けるには介護認定を受けている必要があります。
　※住宅改修は改修工事の前後 2回の申請が必要になります。
　※福祉用具費の支給は県指定の事業所で購入したものに限ります。
　※施工業者・販売業者に支払い後、支給決定により減額もしくは不支給となった場合の精算につ
　　いては、委任者・受領者間で協議していただきますようお願いいたします。

「受領委任状」

① 請求書
② 西海市介護保険住宅改修支援事業手数料補助金に係る明細書
③ 西海市介護保険住宅改修支援事業手数料補助金交付対象業務従事者届出書

【必要書類】

住宅改修の理由書作成にかかる補助金の交付について
　平成25年4月1日から、『西海市介護保険住宅改修支援事業手数料補助金』が導入されます。
　介護保険の住宅改修の申請の際に、居宅介護支援事業所の介護支援専門員などが住宅改修の必要
な理由書を作成されていますが、居宅介護支援及び介護予防支援の提供を受けていない要介護認定
者及び要支援認定者に対して理由書を作成した場合、対象業務1件につき2,000円を作成手数料とし
て、理由書作成者の属する事業所に交付することになりました。
　事前申請時、「住宅改修支給承認申請書」に「住宅改修が必要な理由書」等の書類とともに、以下
の3つの書類に必要事項を記入のうえ添付してください。

【支給対象となる申請について】
　住宅改修………平成 25年 4月 1日以降に事前申請を行ったもの
　福祉用具購入…平成 25年 4月 1日以降に指定の事業者から購入し、申請を行ったもの

－居宅介護支援事業所のみなさまへ－
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　西海市国民健康保険では、特定健康診査を実施して
います。
　特定健康診査とは、メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）を早期に発見し、重症化予防に繋げて
いくための健診です。
　受診希望者に受診券等を発送しますので、必ず提出
をお願いします。
　年齢は、平成26年3月31日時点の年齢です。
【対象者】
総合健診 ⇒40歳～64歳
脳ドック⇒40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、
　　　　　 70歳の節目

問い合わせ先
医療保険課　137-0068

問い合わせ先
福祉課児童母子班　
137-0069

平成25年度 総合健診・特定健診・脳ドック 希望調査　

ひとり親の資格取得を支援します
『高等技能訓練促進費』

【回答票】

総合健診 集団健診 脳ドック

希望する箇所に○を記入下さい。

ア . で「職場健診で受けている」と回答された方は、健診結果の写しの提出にご協力ください。
　　特定健康診査を受診したことになります。
※調査票の提出がない方については、集団健診または個別健診希望と判断して受診券を発送いたします。
※確認・連絡が必要な場合がありますので、電話番号（自宅または携帯）の記載をお願いします。

支給期間

支給額

対象資格

平成25年度中に養成機関へ入学する場合、
修業期間の全期間（上限2年）
市町村民税非課税世帯：月額100,000円
市町村民税課税世帯  ：月額 70,500円
看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、
作業療法士など

・該当する番号に○をつけて下さい。

2．健診を受けない方→理由をお聞かせ下さい。
　ア．職場健診を受けている（事業所名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　イ．入院中、施設入所中（医療機関名または施設名：　　　　　　　　　　　）
　ウ．寝たきり、歩行不能など
　エ．長期不在、住民票のみなど
　オ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

～今年度からひとり親家庭のお父さんも対象になりました～
　ひとり親家庭のお父さん、お母さんが、就職に有利な資格を取得するために養成機関で2年間以上修業
する場合には、生活費の負担軽減のための給付金（高等技能訓練促進費）を受給することができます。

高等技能訓練
促進費

お知らせ
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　受診を希望される方は、下記日程から希望する受診日の 5日前までに電話
で予約してください。
　（事前に問診票や検査容器等を送付しますので早めの予約連絡をお願いし
ます。）
　※西海市国民健康被保険者で、特定健診希望調査の総合健診を受診すると  
　　回答された方は申込不要です（午前中の特定健診でがん検診も同時に受
　　診できます。）

　がん検診は、生活保護世帯の方は無料です。骨粗しょう症検診は、生活保護世帯、非課税世帯の方は無料です。
　がん検診無料クーポン券対象の方には出来次第、検診日程を同封して送付いたします。

　年齢の基準日は平成 26年 3月 31日です。※半年以内に肺がん（結核）検診や大
腸がん検診など受けられた方は、受診間隔が短いため 7月以降の集団検診での受診を
おすすめします。

総合（休日）がん検診ご案内 予約・問い合わせ先
健康づくり課 保健班　137-0067

検診日 場所 受付時間 対象地区
5 月 12日（日） 大島農村勤労福祉センター

午後
1時 30分

2時 30分

どの会場でも受診
できます

5月 19日（日） 西海保健センター
5月 26日（日） 大瀬戸保健センター
6月 8日（土） 西彼保健福祉センター

（遊湯館）6月 9日（日）

初期のがんでは症状が
ない場合があり、あな
た自身を守るためには、
早期発見、早期治療が
大切です。
定期的にがん検診を受
診しましょう。

がん検診は加入している医療保険の種類（国民健康保険や社会
保険など )関係なく受けることができます

上記日程で受けられる
検診の種類 対象年齢 個人負担金 検査方法

肺がん

40 歳～ 64歳

無料 胸部レントゲン

大腸がん 400 円
便潜血反応

（専用の容器に 2日分の
便を採り、血液が混じっ
ていないかを検査）

乳がん
2 方向 :1,400 円
（40～ 49歳）
1方向 :1,000 円
（50歳以上）

視触診
マンモグラフィー
・40代　：2方向
・50代～：1方向

子宮がん 20 歳～ 64歳 700円 子宮頸部の細胞診、内診
骨粗しょう症 40・45・50・55・60歳 600円 骨密度測定

土日の午後か
らの検診では
胃がん検診は
できません。
9月の胃がん
検診で受診く
ださい。

～

　7 月以降の集団検診の日程や会場については、今後広報誌等に掲載予定です。
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　平成18年3月に最初の食育推進基本計画を策定（平成18年度から22年度まで）、そして第2次計画を平成23年
度から27年度までの5年間について定めています。

新しい計画のポイント（前計画との主な違い）
■（コンセプト）「周知」から「実践」へ
■「食育の推進に関する施策についての基本的な方針」
　に3つの「重点課題」を掲げる。

西海市も国の計画に沿って計画の見直しを行い、第2次西海市食育推進計画を策定します。

①食育に関心を持っている国民の割合の増加

食育推進の目標に関する事項 現状値 目標値

国の食育基本法 健康づくり課
☎37-0067

食育の推進に関する施策についての基本的な方針
1.重点課題
（1）ライフステージの食育
（2）生活習慣病予防・改善の食育
（3）家庭における子どもへの食育

平成27年度までの達成を目指すもの

②朝食または夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数の増加

③朝食を欠食する国民の割合の減少

④学校給食における地場産物を使用する割合の増加
⑤栄養バランス等に配慮した食生活を送っている国民
　の割合の増加

⑦よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のあ 
　る国民の割合の増加

⑩食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている国民の割合の増加
⑨農林漁業体験を経験した国民の割合の増加

⑥内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の予防や
　改善のための適切な食事、運動等を継続的に実践して
　いる国民の割合の増加

70.50％
朝食＋夕食＝週平均9回

子ども1.6％
20歳代～30歳代男性28.7％

26.10％

50.20％

41.50％

70.20％

34万5千人

27％

37.40％

40％

90％以上
10回以上

子ども0％
20歳代～30歳代男性15％以下

30％以上

60％以上

50％以上

80％以上

37万人以上

30％以上

90％以上

100％

⑧食育の推進に関わるボランティアの数の増加

⑪推進計画を作成・実施している市町村の割合の増加

長崎県西彼
保健所より

業種 店名 業種 店名

飲食店

特別養護老人ホーム 風和の里

理容

理容創ふじ
入口屋 ヘアーサロンかわぞえ
社会福祉法人せいひ会 元亀の里 ヘアーサロンたさき
大島総合サービス（株）給食事業部 太田理容院
雪の川 坂本理美容院
（株）大島商事

美容

サロンド・パリ
惣菜と食事の店 さわだ 美容室パル・ジュ
SB食堂 ホープ美容室
やきにく倶楽部 コワフュール岸
京翠 ビューティサロン間
寿し和 田口美容室

菓子製造業 協力産業（有）伊達本舗 坂本理美容院
食肉製品製造業 （株）山壱屋 みはる美容室
食肉販売業 エレナ 西海店 サロンド阿矢

理容

カットハウスあき ヘアーショップ幸
ヘアーサロンひろ 旅館 （有）民宿海老簀
坂川理容院 簡易宿所 （有）民宿大島
ヘアーサロンつじ 計 35店舗

長崎県西彼保健所
衛生環境課　1095-856-0693

市内の平成 24年度長崎県衛生
優良店をお知らせします
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勤
務
場
所

　

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル

採
用
人
員　

若
干
名

応
募
資
格

　

満
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
救
助

能
力
を
有
し
、
西
海
市
内
に
在
住
し

通
勤
が
可
能
な
方

募
集
締
切　

6
月
7
日
（
金
）

選
考
方
法　

本
人
面
接

面
接
日
時
及
び
場
所

　

決
定
後
、
申
込
者
へ
通
知
（
採
用

者
に
は
心
肺
蘇
生
法
及
び
A
E
D
の

講
習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

採
用
期
間

　

7
月
2
日
〜
9
月
30
日
の
う
ち
最

長
2
か
月
間

※
水
温
・
気
温
に
よ
り
臨
時
休
館
日

あ
り
（
毎
週
月
曜
日
は
休
み
）

申
込
方
法

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
各
地
区
に

備
え
付
け
て
あ
る
プ
ー
ル
監
視
員
申

込
書
及
び
西
海
市
臨
時
職
員
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
6

月
7
日
（
金
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ま
た
は
各
地
区
の
教
育
委
員
会

担
当
窓
口
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

賃
金　

時
給
8
4
0
円

　

※
交
通
費
相
当
分
と
し
て
賃
金
を

別
途
支
給（
西
海
市
の
規
定
に
よ
る
）

勤
務
時
間

通
常
（
夏
休
み
期
間
外
）

・
火
〜
金

　

午
後
4
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

・
土
、
日
、
祝
祭
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

（
正
午
か
ら
1
時
間
休
憩
）

夏
休
み
期
間

（
7
月
22
日
〜
8
月
31
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

（
正
午
か
ら
1
時
間
休
憩
）

※
右
記
時
間
の
中
で
、
4
〜
8
時
間

の
シ
フ
ト
を
組
ん
で
勤
務
。

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

37
-0
0
7
6

　

西
海
市
の
自
然
、
産
業
、
歴
史
、

観
光
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
外
国
人

に
英
語
で
ガ
イ
ド
す
る
た
め
の
学
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

学
習
会
内
容

　

ガ
イ
ド
用
原
稿
の
共
同
作
成
・
ガ

イ
ド
実
習

対
象
外
国
人

・
西
海
市
内
の
A
L
T

・
近
隣
市
町
内
大
学
の
留
学
生

・
観
光
客
な
ど

日
時

　

月
一
回
、
日
曜
日
（
ま
た
は
土
曜

日
）
午
後
2
時
〜
午
後
4
時

（
4
月
28
日
よ
り
開
催
予
定
）

場
所

　

大
瀬
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

　
20
歳
以
上
の
西
海
市
民
（
学
生
を

除
く
）、
英
検
3
級
程
度
の
英
語
力

が
あ
る
方

参
加
費
　
月
2
0
0
円

講
師
　
外
国
人
に
依
頼
予
定

申
込
方
法

　
葉
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ
4
月

20
日
ま
で
に
郵
送
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

西
海
市
国
際
交
流
協
会

　

中
原　

巖

　

〒
8
5
7
-2
5
3
1

　

西
海
市
大
瀬
戸
町
松
島
内
郷

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
、

指
導
活
動
な
ど
を
行
う
5
名
以
上
の

社
会
教
育
関
係
団
体
で
、
そ
の
構
成

員
の
国
内
事
故
を
対
象
と
し
た
保
険

で
す
。（
た
だ
し
、
学
校
管
理
下
の
活

動
中
の
事
故
は
除
く
。）
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
団
体
は
、

加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
加
入
し
て
い
る
団
体

は
、
活
動
中
に
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
長
崎
県
支
部
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

補
償
内
容

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
突

然
死
葬
祭
費
用
保
険

掛
金
　
1
人
8
0
0
円
〜

保
険
期
間
（
年
度
更
新
）

　

平
成
25
年
4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日

問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支
部

　

0
9
5
-8
4
5
-2
9
2
6

※
平
成
25
年
度
の
申
込
用
紙
等
は
、
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
及
び
各
地

区
教
育
担
当
部
局
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
な
ど
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軽
自
動
車

税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
請
期
間
は
、
納
税
通
知
書
が
お

手
元
に
届
い
て
か
ら
、
5
月
24
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

　

5
月
24
日
（
金
）
を
過
ぎ
ま
す
と

減
免
の
申
請
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
税
務
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課 

市
民
税
班　

37
-0
0
6
2

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
土

地
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
土

地
、
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、

公
民
館
・
集
会
所
施
設
お
よ
び
そ
の

敷
地
、
必
要
な
整
備
が
さ
れ
て
い
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
賃
借
料
を
受
領
し
て
い

る
場
合
に
は
、
減
免
の
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
減
免
申
請
書
に
、
減
免
を
受
け

よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類

を
添
付
し
て
、
納
期
限
前
7
日
ま
で

に
税
務
課
資
産
税
班
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
資
産
税
班
　

37
-0
0
6
2

実
施
日
時

　

4
月
28
日
（
日
）

　

9
時
〜
12
時
（
3
時
間
）

実
施
場
所

　

広
田
地
区
公
民
館

（
佐
世
保
市
重
尾
町
63
）

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

固
定
資
産
税
の
公
共
減
免

「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

大
瀬
戸
総
合
運
動
公
園
内

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

英
語
に
よ
る
西
海
市
観
光

　

ガ
イ
ド
学
習
会
参
加
者
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内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
及
び
止
血
法
の
指
導

　

⑵
異
物
除
去
法
の
指
導

　

⑶
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）

　
　

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
指
導

　

⑷
そ
の
他
の
応
急
手
当
法
の
指
導

受
付
期
間

　

4
月
16
日
（
火
）
〜
27
日
（
土
）

　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

申
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
の
担

当
署
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

今
回
の
担
当
署

　

佐
世
保
市
東
消
防
署

　

0
9
5
6
-38
-2
5
1
9

　
F
A
X　

0
9
5
6
-38
-1
1
1
9

受
講
対
象
者
　
中
学
生
以
上
の
方

　

受
講
者
全
員
に
テ
キ
ス
ト
を
配
布

し
、
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。（
受

講
料
は
無
料
）

　

詳
し
く
は
、
佐
世
保
市
消
防
局
警

防
課
救
急
救
助
係

（

0
9
5
6
-23
-2
5
9
8
）

ま
た
は
佐
世
保
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.city.sasebo.

nagasaki.jp) 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
9
日（
木
）・
10
日（
金
）

受
付　

9
時
10
分
〜
9
時
40
分

講
習　

9
時
40
分
〜
16
時
30
分

場
所
　
佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
佐
世
保
市
稲
荷
町
2
-28
）

受
付
期
間
　
4
月
10
日（
水
）〜
24
日（
水
）

受
講
料　

6
，
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　

1
5
0
名

受
講
対
象
者

　

原
則
と
し
て
現
在
防
火
管
理
者
が
不

在
で
あ
り
、
資
格
を
取
得
し
て
選
任
す

る
必
要
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

申
込
用
紙

　

日
本
防
火
協
会
か
ら
申
込
用
紙
が

到
着
次
第
、
佐
世
保
市
消
防
局
予
防

課
及
び
各
消
防
署
（
出
張
所
）
に
準

備
し
ま
す
。

※
日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「http://w
w
w
.n-bouka.or.jp

」

か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

受
講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
下
記
申
込
先
へ
持
参
若
し
く

は
F
A
X
送
信
し
て
下
さ
い
。（
受

講
料
を
郵
便
局
の
払
込
取
扱
票
に
よ

り
振
込
み
、
そ
の
受
領
書
の
コ
ピ
ー

を
申
込
書
に
添
付
し
て
F
A
X
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。）
な
お
、
F
A
X

送
信
の
場
合
は
講
習
会
当
日
受
付
時

に
申
込
書
原
本
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

申
込
先

○
一般
財
団
法
人　

長
崎
県
消
防
設
備
協
会

〒
8
5
0
-0
0
2
7　

長
崎
市
桶

屋
町
50
-1　

杉
本
ビ
ル
3
階

　

0
9
5
-8
2
7
-4
7
5
6

　
F
A
X　

0
9
5
-8
2
7
-5
5
0
1

○
総
務
大
臣
登
録
講
習
機
関

財
団
法
人　

日
本
防
火
協
会

〒
1
0
5
-0
0
0
1

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
2
-9
-16

日
本
消
防
会
館
5
階

　

03
-3
5
9
1
-7
1
2
1

　
F
A
X　

03
-3
5
9
1
-7
1
3
0

申
込
期
間

　

4
月
10
日（
水
）〜
4
月
24
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

　

佐
世
保
市
消
防
局
予
防
課
指
導
係

　

寺
﨑

0
9
5
6
-23
-9
2
5
6

①
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類
　
甲
種
、乙
種（
全
類
）、丙
種

日
時　

6
月
16
日
（
日
）

場
所

・
長
崎
県
立
大
学

　

佐
世
保
市
川
下
町
1
2
3

・
佐
世
保
工
業
高
等
学
校

　

佐
世
保
市
瀬
戸
越
町
3
-3
-30

願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　
4
月
10
日
（
水
）
〜
24
日
（
水
）

（
消
印
有
効
）

　

電
子
申
請

　

4
月
7
日
（
日
）
〜
21
日
（
日
）

願
書
配
付
先

　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
支
部
、県
北
振
興
局
長
崎
県
消
防
保

安
室
、消
防
局
、消
防
署
、各
出
張
所

願
書
提
出
先

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長

崎
県
支
部

〒
8
5
0
-0
0
3
2　

長
崎
市
興
善
町

6
番
5
号 

興
善
町
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
5
階

　

0
9
5
-8
2
2
-5
9
9
9

②
試
験
準
備
講
習
会

種
類　

乙
種
第
4
類
及
び
丙
種

日
時

・
乙
種
第
4
類

　

5
月
15
日
（
水
）、
16
日
（
木
）

・
丙
種　

5
月
17
日
（
金
）

場
所

・
乙
種
第
4
類

　
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O

　

佐
世
保
市
三
浦
町
2
-3

　

0
9
5
6
-42
-1
1
1
1

・
丙
種

　

佐
世
保
市
消
防
局

　

佐
世
保
市
平
瀬
町
9－2

　

0
9
5
6
-23
-9
2
5
7

受
講
受
付
期
間

　

4
月
8
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

①
及
び
②
の
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
世
保
市
消
防
局
予
防
課
危
険
物
係

　

0
9
5
6
-23
-9
2
5
7

甲
種
防
火
管
理
者

　
　
　

資
格
取
得
講
習
会

広
告
欄■債務の整理（任意整理・自己破産・個人再生）

　返済がきつい、取り立てがきつい、生活費もままならないなど
　⇒解決策はあります。あきらめないで。
　※家計の状況に合わせた返済計画を立て直します。
■訴訟　裁判所から訴状や支払督促などが届いたら放置せず、
　　　　必ずご相談ください。
■訪問販売などの契約に関すること。

■相続・遺産の分割・遺言に関すること。
■土地・建物に関すること。
■不動産の登記　名義変更・抵当権設定・抹消など
■会社の登記　設立・役員の変更など
■成年後見等の申立て
■その他　身に覚えのない金銭の請求を受けている、知らない業者
　　　　　から請求書が届いているなど

西海市大瀬戸町瀬戸板浦郷1133
（紫雲山登り口バス停前）秘密は固く守られます。 TEL 0959ｰ37ｰ0780

身の回りのこと  お気軽に  ご相談下さい みなと司法書士法人　西海事務所  司法書士  中山雄一

相談は無料です。

佐
世
保
市
消
防
局
よ
り
お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
西
海
応
援
寄
付
金

（
2
月
採
納
分
）

山
崎　

泰
夫　

様
（
長
野
県
上
田
市
在
住
）

（
氏
名
掲
載
希
望
者
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。）
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歌会始の詠進要領（平成 26 年） 宮内庁
平成26年歌会始のお題
「静」と定められました。
お題は「静

せい

」ですが、歌
うた

に詠
よ

む場
ば

合
あい

は「静
せい

」の文
も

字
じ

が詠
よ

み込
こ

まれていればよく、「静
せい

謐
ひつ

」、「動
どう

静
せい

」のような
熟語にしても、また、「静

しづ

か」、「静
しづ

まる」のように訓読しても差し支えありません。

詠進歌の詠進要領

注意事項

郵便のあて先

お問い合わせ

詠進の期間

1 
2 

3 

4 

詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表のものに限ります。
書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分にお題と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、
氏名（本名、ふりがなつき）、生年月日及び職業（なるべく具体的に）を縦書きで書いてください（書式図
参照）。
無職の場合は、「無職」と書いてください（以前に職業に就いたことがある場合には、なるべく元の職業を
書いてください。）。
なお、主婦の場合は、単に「主婦」と書いても差し支えありません。
用紙は、半紙とし、記載事項は全て毛筆で自書してください。ただし、海外から詠進する場合は、用紙は
随意（但、半紙サイズ24cm×33cmの横長）とし、毛筆でなくても差し支えありません。
病気または身体障害のため毛筆にて自書することができない場合は下記によることができます。
（1）
（2）

（3）

代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び氏名を別紙に書いて詠進歌に添えてください。
本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に
書いて詠進歌に添えてください。
視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。

次の場合には、詠進歌は失格となります。
1 お題を詠み込んでいない場合・短歌の定型でないもの又用紙が縦長の場合
2 一人で二首以上詠進した場合や毛筆でない場合
3 詠進歌が既に発表された短歌と同一または著しく類似した短歌である場合
4 詠進歌を歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌その他の出版物、年賀状等により発表した場合
5 詠進歌の詠進要領 4（1）に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認められるすべての詠進歌
6 住所、氏名、生年月日、職業を書いてないものその他この詠進要領によらない場合

「〒100-8111 宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添えてください。
　詠進歌は、小さく折って封入して差し支えありません。

　疑問がある場合には、直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手をはった封
筒を添えて、9月20日までに問い合わせてください。

お題発表の日から9月30日までとし、郵送の場合は、消印が9月30日までのものを有効とします。

〈書式図〉（横長）
個人情報の取扱いについて
利用目的
詠進歌の詠進要領2で記載いただいた個人情報は、歌会始のために必要な範囲で
利用します。
利用及び提供の制限
法令に基づく開示要請があった場合その他特別な理由がある場合を除き、利用目
的以外の目的のために自ら利用し、又は第三者に提供しません。
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補助事業名 補助の内容

耕作放棄地
解消対策事業

●国庫及び県単事業に該当しない自己所有農地の耕作放棄地解消及びそれに伴う土づくりに対する補助
　【対象者】農業者であること
　【補助率】一般農家：定額 2万円 /解消面積 10aあたり
　　　　　認定農業者：定額 3万円 /解消面積 10aあたり
　※土壌改良も併せて実施する場合（定額）5,000 円 / 解消面積 10aあたりを加算

自給飼料
推進事業

●耕作放棄地への自給飼料作付けまたは、面高地区圃場整備地での水田の裏作への自給飼料作付けに
　かかる種子代及び、電気牧　棚の購入補助
　【対象者】畜産農家であること
　【補助率】1/2 以内（上限 5万円）

畜産優良種
導入事業

●優良繁殖和牛、市内産素牛、優良種母豚の導入及び優良雌牛保留経費の補助
　【対象者】畜産農家であること
　【補助率及び補助額】
　  ・優良繁殖和牛導入：導入費用の 10％以内 /1頭
　　　　※ただし、上限 4万円
　  ・市内産素牛導入：（和牛）1万円以内、（F1牛）5,000 円以内
　  ・優 良 雌 牛 保 留：3万円以内 /1頭
　  ・優良種母豚導入：1万円以内 /1頭

施設園芸
育成推進事業
（ビニール
ハウスの
張替え等）

●ハウス施設等の整備や、ビニールハウス資材張替えに係る経費の補助
　①ハウス施設等の新設
　②既存施設に係る付帯施設（加湿器・循環扇・給水施設等）の新設
　③既存ハウスのビニール資材張替（更新）または既存施設の改良（機能向上）
　【対象者】農業者であること（③は認定農業者に限る。）
　 ※過去に当事業を活用した同一施設の整備は対象外
　【補助率】資材費の 1/3 以内
　【補助上限額】① 50万円以内 ② 20万円以内 ③ 5万円以内

環境保全型
農業推進事業
（堆肥購入
補助）

●市内で生産された堆肥購入の補助
　【対象者】エコファーマー及び認定農業者に限る
　【要件】西海市内で生産された堆肥（200リットル以上）であること
　【補助率】1/2 以内
　【補助限度額】補助単価：バラ堆肥1,250円 /t以内、袋堆肥100円 /袋以内（松島地区バラ堆肥 2,500円 /t
　　　　　　　　　　　　　 以内、袋堆肥200円 /袋以内）
　 ※ 1人当り年間 10万円を上限

有害鳥獣
被害対策事業

①電気柵・ワイヤーメッシュ棚の購入補助
　【要件】受益戸数 2戸以上、1箇所あたり 10a以上の農地に限る
　【対象者】農業者であること
　【補助率】資材費の 1/2 以内
　【補助限度額】※県補助に該当しない飛地も対象
　　　　　　　※電気柵設置に係る電柵器本体のみの購入も対象
②防護ネット購入補助
　【対象者】農業者であること
　【補助額】資材費の 1/5 以内
　【限度額】補助金額が 10万円まで（通算）
　【その他】※ 1戸でも可
③箱わな購入補助
　【対象者】農業者であること
　【補助額】1基あたり 1万円を限度
　【その他】※ 1戸 1基でも可
④狩猟免許取得に対する補助（講習料、受験料、診断書料）
　【対象経費】・受験料・受験申請にかかる手数料・受験申請時に提出すべき診断書取得に係る手数料
　【補助額】各経費の1／2以内
⑤電子防鳥機購入補助
　【対象者】農業者であること
　【補助率】資材費の 1/2 以内
　【その他】※ 1戸 1機でも可

ご 活 用
ください

※その他の補助事業については、JA、市農林課へお尋ねください。
※既に着手した（している）事業は、補助の対象となりませんので、ご注意ください。

問い合わせ先
農林課137-0070
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広
告
欄

参加者
募集！ 小学生～高校生のための夏休み海外派遣

　文部科学省所管の財団法人・国際青少年研修協会では、10事業の参加者を募集します。体験を通じてお互い
の理解や交流を深め、国際性を養うことを目的に実施。ひとりでの参加が8割以上、はじめての海外という方が
6割以上ですので、事前研修会で仲間作りから丁寧に指導します。安心してご参加ください。

内容
ホームステイ・ボランティア・文化交流・学校体験・英語研修・地域見学・野外
活動など

派遣先 米国・英国・豪州・カナダ・サイパン・カンボジア・フィジー
日程 7月25日（木）～8月13日（火）　8～18日間 ※
対象 小学3年生から高校3年生まで ※

説明会

全国14都市、5月下旬に開催（入場無料・予約不要）
最寄りの地域：福岡
　会場：深見ビル会議室 地下F会議室（福岡市博多区博多駅前4－14－1）
　　1092-411-4860
福岡以外の地域を希望の方は下記問い合わせ先へご連絡ください。

参加費 228,000円～578,000円予定（共通経費は別途）
受付締切 6月3日（月）及び10日（月）※

問い合わせ・資料請求先：財団法人 国際青少年研修協会　103-6459-4661
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX03-6459-4633
　　　　　　住所：〒108－0073 東京都港区三田5-7-8-921
　　　　　　E-mail：info@kskk.or.jp　URL：http://www.kskk.or.jp

※事業により異なる

大鍋まつりでも好評を頂いた芋煮で有名な山形県村山市
と特産品の交流を始めました。

さくらんぼ・ラフランスを使った土産菓子・
そば等取り扱っております。
是非一度お立ち寄りください。

住所　西海市西海町木場郷496-1
　　　137-4933
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憲法週間を迎えて
憲

週

法

間

～5月 1日から7日までは
「憲法週間」です～

法記念日（5月3日）を中心とした5
月1日から7月までを、裁判所では

憲法週間と定めています。これは、憲法の精
神や国民生活における裁判所の役割を国民の
皆さんに理解していただくことを目的とする
ものです。

間行事にご興味のある方は、裁判所
ウェブサイトをご覧いただくか、最

寄りの裁判所の総務課にお問い合わせくださ
い。週間行事への参加のきっかけとして、裁
判所をより身近に感じ、裁判所や裁判につい
ての理解を深めていただければ幸いです。皆
さんのご参加を心よりお待ちしています。

務省や検察庁、弁護士会などの協
力を得て、全国各地の裁判所では、

例年この時期に、法廷等見学ツアーや各種説
明会などの憲法週間行事を積極的に行ってい
ます。

もなく、「裁判員制度」が始まって
から4年が経過します。裁判所では、

国民の皆さんにとって裁判がより利用しやす
く分かりやすいものとなるように、裁判の制
度や仕組みについて、幅広い広報活動を行っ
ています。

※裁判例情報、司法統計、見学・傍聴案内をはじめとする各種情報については、裁判所ウェブサイト（http://
www.courts.go.jp/）で、裁判員制度の詳しい情報については、裁判員制度ウェブサイト（http://www.
saibanin.courts.go.jp/）で、それぞれ紹介していますので、ぜひアクセスしてみてください。
　裁判所では、これまでと同様、国民の皆さんのよりいっそうのご理解を得られるよう、広報活動を続けてまい
ります。

平
成
25
年
度
の
所
得
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
で
あ

る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保

険
者
（
加
入
者
）
は
、
所
得
割
の
算
定
、

軽
減
の
判
定
な
ど
の
た
め
、
所
得
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
が
必

要
で
な
い
方
で
も
、
軽
減
の
判
定
や
高
額

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
判
定
に
必

要
で
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

○
西
海
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
で
、

前
年
中
に
収
入
（
所
得
）
が
あ
っ
た
方

○
西
海
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
で
、
収
入

（
所
得
）
の
な
い
方
や
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入
が
あ
っ
た
方

申
告
が
必
要
で
な
い
方

○
所
得
税
の
確
定
申
告
又
は
住
民
税
の
申

告
を
し
た
方

○
給
与
収
入
（
所
得
）
の
み
の
方
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
会
社
か
ら
市
役
所
へ
提

出
さ
れ
て
い
る
方

○
公
的
年
金
以
外
の
収
入
（
所
得
）
が
な

い
場
合
で
、
公
的
年
金
支
払
報
告
書
が
市

役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
方

申
告
期
限　

4
月
26
日
（
金
）
ま
で

申
告
先　

税
務
課
及
び
各
総
合
支
所　
　

　
　

 　
　

市
民
課

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

37
-0
0
6
2

平成25年度の国民年金保険料は
月額15,040円です
　保険料の納付方法は、日本年金機構から送ら
れてくる納付書を使って、金融機関またはコン
ビニエンスストアの窓口で納付する方法や、口
座振替などがあります。口座振替は、金融機関
等へ行く手間が省けたり納め忘れを防ぐことが
でき便利です。また、前納制度をご利用いただ
くと、月々納付した場合に比べ割引になりお得
ですので、ぜひご利用ください。
　なお、納めた保険料は全額が社会保険料控除
の対象となります。

問い合わせ先　市民課（137‒0164）及び
　　　　　　　 各総合支所市民課

4月は未成年者飲酒
防止強調月間です
（お酒は二十歳になってから）

福岡国税局・税務署
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市
で
は
、
合
併
後
も
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
旧
町
単
位

で
「
地
域
審
議
会
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
現
在
の
地
域
審
議

会
委
員
の
皆
さ
ん
の
任
期
満
了

に
伴
う
改
選
で
、
委
嘱
の
日
か

ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
の

任
期
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
「
地
域
審
議
会
」
は
、

①
各
地
区
の
主
要
な
課
題
に
対

す
る
意
見
を
市
民
の
目
線
か
ら

市
長
に
提
案
す
る
。

②
主
要
事
業
に
対
し
市
長
か
ら

の
諮
問
を
受
け
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
協
議
し
報
告
す
る
。

な
ど
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
て
市
民
の
立
場
で
協
議
し
、

市
長
へ
提
案
す
る
こ
と
が
で
き

る
機
関
で
す
。

　「
健
康
の
里
さ
い
か
い
」
の
実

現
に
向
け
て
、
あ
な
た
も
地
域
の

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

○
応
募
資
格

　
西
海
市
に
住
所
を
有
す
る
方

ま
た
は
西
海
市
内
に
所
在
す
る

事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
方

で
、
平
成
25
年
4
月
1
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
の
方
。

○
募
集
人
員

　
各
地
域
審
議
会
単
位
で
若
干
名

○
任
期

　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で

○
募
集
期
間

　
4
月
1
日
（
月
）
〜

5
月
17
日
（
金
）

○
応
募
方
法

　
市
役
所
さ
い
か
い
力
創
造
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
及
び
各
総

合
支
所
に
、
応
募
用
紙
と
地
域
審

議
会
に
つ
い
て
の
簡
単
な
説
明

書
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
募
集

期
間
中
に
応
募
用
紙
を
市
役
所

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の

を
市
政
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
？

声
ー
「
地
域
審
議
会
委
員（
公
募
委
員
）」
ー

・まちづくり推進課　137-0064
・西 彼 総 合 支 所 　137-0124
・西 海 総 合 支 所 　137-0134
・大 島 総 合 支 所 　137-0144
・崎 戸 総 合 支 所 　137-0154

問い合わせ先

まちづくり推進課（137－0064）
西海市ウェブサイト
http://www.city.saikai.nagasaki.jp/

問い合わせ先

「空き家情報バンク制度」ご存知ですか？
　市では、定住対策の一環として、田舎暮らし
を希望される方から問い合わせの多い「空き家」
の情報提供を受け付けています。
　将来的にも使わない「空き家」を貸したい、
売りたいと思っていましたら、市の「空き家情
報バンク」に登録してください。
「空き家情報バンク」に登録されると、ウェブ
サイトなどで利用希望者に情報を提供できます。
　空き家情報の登録希望や、「空き家物件情報」
をご覧になって住んでみたい物件がありました
ら、まちづくり推進課までご連絡ください。

〈手続きの流れ〉

　登録された「空き家情報」をご覧になって希望条件に合った
空き家情報があった場合は、まちづくり推進課までご連絡くだ
さい。（ウェブサイトがご覧になれない方は希望条件に合った情
報を書類等で送付します。

2

　空き家を売りたい、貸したいと思っている所有者の方は「空
き家情報バンク登録申込書」をまちづくり推進課に提出。
　提出された情報は「空き家情報バンク」に登録されると同時に、
西海市ウェブサイトに掲載。

1

　空き家利用希望者の中から先着順に交渉の意思確認をさせて
いただき、所有者の方に連絡します。3

　空き家所有者と利用希望者の当事者間で契約や交渉を行います。
　※市が売買・賃貸の仲介を行うわけではありません。あくま 
　　でも紹介だけをさせていただくことになります。
　※その後の交渉などについては、所有者と希望者の二者間で
　　行っていただくことになりますのでご注意ください。

4

地域の自主的な『地域づくり』を応援します！ ～『西海市地域の元気づくり支援事業
補助金』のご案内～

　住民同士が互いに支え合う「地域のきずな」を深めるために、地域が一体となっ
て地域の課題解決に取り組み、地域コミュニティの活性化を図る新規の活動及
び既存活動の拡充に対し補助金を交付します。
○補助の対象団体 行政区及び小・中学校区内の地区で構成する団体

○補助金の額
補助率：10／ 10　限度額：40万円
※特定財源（事業により得る収入）がある場合は、事業費から
特定財源を差し引いた額が補助金の額になります。

○補助対象経費 臨時雇用賃金、講師等謝金、講師等旅費、消耗品、光熱水費、燃
料費、保険料、広告料、会場等借上料、原材料、備品購入費など

○申込期限
5月31日（金）まで
※申込件数による総額が、本年度予算額以内であれば期限　
　延長可

・伝統芸能の復活、拡充　・祭り、交流イベントの開催
・買い物支援隊の結成　・高齢者見守り、通院支援の結成
・安全安心（消費生活、防犯、交通安全等）　・地域ぐるみの子育て

〈
事
業
例
〉

長崎県の「地域の元気
づくり支援交付金」を
活用しています。

詳しい条件や、ご応募に関するお
問い合わせは、まちづくり推進課
（137-0064）まで
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毎
年
４
月
の
上
旬
の
土
日
に
催
さ
れ
て
い
る
、「
琴

平
神
社
春
季
大
祭
」。通
称「
ト
ン
バ
ン
サ
ン
」に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

瀬
戸
や
松
島
、雪
浦
な
ど
の
近
郊
の
集
落
に
は
、お
宮

様
が
あ
り
ま
し
た
が
、樫
浦
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
集
落
の
人
々
が
樫
浦
に
も
神
社
を
建
立
す

る
こ
と
に
な
り
、
明
治
13
年（
一
八
八
〇
年
）に
琴
平

神
社
は
創
立
し
、
樫
浦
郷
中
の
氏
神
と
し
て
遠
見
番

に
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

琴
平
神
社
は
、
讃
岐
の
金
比
羅
神
社
の
分
霊
を
勧

講
し
奉
祀
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
季
大
祭
の「
ト
ン
バ
ン
サ
ン
」は
大
村
藩
時
代
に
海

上
見
張
り
の
た
め
の
遠
見
番
所
が
置
か
れ
て
い
た
場
所

に
社
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら「
遠
見
番
」に
敬
称
が
つ
い
て

「
ト
ン
バ
ン
サ
ン
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

讃
岐
の
金
比
羅
さ
ん
と
同
様
に
、
こ
の
琴
平
神
社

も
海
上
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
神
様
を
祀
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

大
瀬
戸
町
の
人
々
に
最
も
馴
染
ま
れ
て
い
る
「
ト

ン
バ
ン
サ
ン
」は
、
お
下
り
・
お
上
り
に
は
渡
行
列
が

あ
り
、浮
立
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

行
列
は
、箒
持
ち
、汐
ふ
り
、玉
振
り
、獅
子
、太
鼓

（
行
列
を
揃
え
る
）、毛
槍
、お
供
え
持
ち
、笛
方
、御
弊

持
ち
、御
神
輿
、賽
銭
箱
持
ち
、神
職
、「
浮
立
方
」大
太

鼓
、笛
方（
神
事
）、締
太
鼓（
拍
子
取
り
）、鋏
箱
、山
車
、

道
踊
り
と
続
き
ま
す
。と
く
に
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
を

見
せ
る
鋏
箱
は
ト
ン
バ
ン
サ
ン
の
代
名
詞
と
言
え
る

ほ
ど
目
を
引
き
、楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
行
列
の
形
は
明
治
時
代
に
出
来
上
が
り
、
昭

和
30
年
代
ま
で
は
、
境
内
で
奉
納
相
撲
も
あ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

樫
浦
は
、
旧
瀬
戸
の
中
心
地
で
、
商
人
が
多
い
集
落

で
、
船
の
出
入
り
で
賑
わ
い
、
船
宿
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。　
ま
た
、小
学
校
や
警
察
署
、商
店
街
も
あ
り
ま
す
。

　

春
季
大
祭「
ト
ン
バ
ン
サ
ン
」の
行
事
を
行
う
た
め

に
は
、経
済
的
な
裏
づ
け
が
な
い
と
、維
持
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

現
在
は
、
郷
民
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
を
お
願
い
し
た

り
有
志
の
方
々
、
御
旅
所
や
行
列
の
御
神
輿
へ
参
詣

さ
れ
る
方
々
の
お
賽
銭
な
ど
を
基
に
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

形
と
し
て
は
、
村
人
は
自
分
た
ち
の
娯
楽
の
た
め

に
や
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、
神
様
へ
の
奉

納
と
い
う
気
持
ち
で「
ト
ン
バ
ン
サ
ン
」は
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
単
に
神
様
だ
け
の
た
め
だ
と
長
続
き
は

し
な
い
と
思
わ
れ
、
根
底
に
は
、
民
衆
の
楽
し
み
、
娯

楽
と
し
て
や
っ
て
き
た
面
が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

民
衆
の
心
意
気
が「
ト
ン
バ
ン
サ
ン
」を
創
り
、
継

続
さ
せ
て
い
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
か
ら
考
え
る
と
、
神
社
の
祀
り
方
は「
信

仰
」と
い
う
よ
り
は
、「
民
俗
」に
近
い
面
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

琴
平
神
社
春
季
大
祭
ト
ン
バ
ン
サ
ン

第一回
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人口の動きSAIKAI

オランダ村
いらっしゃいませ

コーナー

オランダ村
いらっしゃいませ

コーナー

　

３
月
17
日
（
日
）「
な
が
さ
き
音
楽
祭
”佐
世
保

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
（
ジ
ャ
ズ
）“
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
長
崎
県
文
化
団
体
協
議
会
か
ら
業
務
を
受

託
し
た
も
の
で
、
佐
世
保
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
実
行
委
員
会

の
皆
様
に
出
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
オ
ラ
ン
ダ
村
が「
西
海
シ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
の
発
着
点
と
も
な
っ
て
お
り
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を

身
に
着
け
た
お
客
様
が
早
く
か
ら
来
場
し
て
い
ま

し
た
。
三
回
目
の
「
手
作
り
雑
貨
フ
ェ
ア
」
は
今

回
も
人
出
が
絶
え
な
い
人
気
ぶ
り
、「
渦
潮
カ
キ
の

カ
キ
祭
り
」
も
正
午
前
に
満
席
に
な
る
な
ど
大
変

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
12
時
30
分
に
始
ま
っ
た
佐
世
保
ジ
ャ
ズ
は
、

最
初
の
ボ
ー
カ
ル
（
歌
）
が
入
っ
た
途
端
、
場
内

の
雰
囲
気
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
、
何
年
も
前
か
ら

一
つ
の
街
と
し
て
人
々
が
往
来
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
生
活
感
の
あ
る
様
子
に
な
り
ま
し
た
。

　

音
楽
祭
序
盤
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
、
急

き
ょ
テ
ン
ト
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
聴
衆
が
集
ま
っ
た
た
め
、
ラ
イ

ブ
感
は
高
ま
り
ま
し
た
。

人口の動きSAIKAI

4 テレホンサービス健康月の
0120-555-203

095-826-5511
0956-23-4300

携帯電話
不 可

佐世保
長 崎

＊ 祝日は、前日のテープが流れます。
長崎県保険医協会　長崎市恵美須町2-3-2F　☎095-825-3829／FAX095-825-3893

曜日 4月のテーマ
月 注

ちゅう

意
い

しなくてはいけない脈
みゃく

の乱
みだ

れ
火 胃

い

がんとピロリ菌
きん

水 よく腹
ふく

痛
つう

を訴
うった

える子
こ

ども
木 意

い

外
がい

に気
き

付
づ

かないイボ
金 歯

は

ぐきの色
いろ

の変
へん

化
か

土・日 アフターピル

4 テレホンサービス健康月の
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不 可

佐世保
長 崎

＊ 祝日は、前日のテープが流れます。
長崎県保険医協会　長崎市恵美須町2-3-2F　☎095-825-3829／FAX095-825-3893

曜日 4月のテーマ
月 注

ちゅう

意
い

しなくてはいけない脈
みゃく

の乱
みだ

れ
火 胃

い

がんとピロリ菌
きん

水 よく腹
ふく

痛
つう

を訴
うった

える子
こ

ども
木 意

い

外
がい

に気
き

付
づ

かないイボ
金 歯

は

ぐきの色
いろ

の変
へん

化
か

土・日 アフターピル

平成25年
2月28日現在 前月比

各町別
西　彼 西　海 大　島 崎　戸 大瀬戸

人　口 日本人 30,676 -52 8,965 8,045 5,240 1,741 6,685
外国人 284 -14 30 26 217 3 8

男 日本人 14,752 -28 4,298 3,794 2,595 818 3,247
外国人 194 0 1 1 188 3 1

女 日本人 15,924 -24 4,667 4,251 2,645 923 3,438
外国人 90 -14 29 25 29 0 7

世帯数
日本人 12,500 -15 3,193 2,901 2,586 956 2,864
混合 36 0 7 6 18 1 4
外国人 230 -14 21 19 186 2 2

2月中
日本人 外国人

転入 41 0
転出 52 14
出生 9 0
死亡 54 0
※平成24年7月9日か
ら外国人が住民基本台
帳法の対象に含まれる
ようになりました。

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
が
似
合
う

　

オ
ラ
ン
ダ
村
の
春
休
み

５
月
５
日
は

　

オ
ラ
ン
ダ
村
文
化
祭

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
祭
り
開
催
で
実
績
の

あ
る
長
崎
市
内
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
が
、

５
月
５
日
に
「
オ
ラ
ン
ダ
村
文
化
祭
」
と
題
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
や
エ
イ
サ
ー
、
和
太
鼓
の
演
奏
な

ど
で
連
休
の
オ
ラ
ン
ダ
村
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
行
楽
地
に
出
か
け
る
の
に
気
乗
り

し
な
い
方
、
オ
ラ
ン
ダ
村
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
！
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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４
月
の
人
事
異
動
で
広
報

担
当
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。平
成
21
年
度
か
ら
４

年
間
、
取
材
の
際
は
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。図

体
が
デ
カ
イ
の
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
は
新
し
い
広

報
担
当
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
お
伺
い
す
る
と
思
い
ま
す

が
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
り
）

西海市長選
にともなう 市長職務代理者の設置について 秘書広報室

☎37－0261

　西海市長選挙のため、4月14日から4月21日までの間は、地方自治法第152条第1
項の規定により副市長の一瀬修治が市長職務を代理することになりますのでお知ら
せします。
　なお、この期間中の各種証明書や通知書等は、職務代理者名での発行となりますの
で、市民の皆さまには、ご理解とご協力をお願いします。

　

西
海
市
直
売
所・加
工
所
連
絡
協
議
会

と
は
、西
海
市
管
内
に
お
け
る
直
売
所・加

工
所
間
の
連
携
強
化
や
地
産
地
消
へ
の
取

り
組
み
、出
荷・販
売
技
術
、運
営
方
法
な

ど
の
協
議
及
び
情
報
交
換
を
目
的
に
結
成

さ
れ
た
団
体
で
す
。現
在
は
、直
売
所
12
店

舗・加
工
所
4
店
舗
の
計
16
店
舗
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、協
議
会
の
活
動
や

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
情
報
、ま
た
直
売
所
に

並
ん
で
い
る
旬
の
食
材・お
す
す
め
商
品
な

ど
、様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

西海市ウェブサイト内の右
下（PR欄）にある「直売所・
加工所」のバナーからご覧
になれます。

URL：http://www.city.saikai.nagasaki.jp/docs/2012121900013/

クリック！

西海市直売所・
加工所連絡協議会 ホームページを開設しました！

編
集
者
の

つ
ぶ
や
き

と　き

ところ

5月2日（木）～5日（日）
大瀬戸町雪浦地区

～
～

自然豊かな大瀬戸町雪浦地区。
　そこで暮らし、さまざまな産物を生産、創作、
趣味の場を年１回開放して、人と人とがふれあい
ながら楽しめる催し物です。
　各店舗を、地図を片手に好きな場所を訪ねて
みてください。



くらしのカレンダー
※各教室講座については、各担当部署にお問い合わせください。
※大瀬戸コミセン：大瀬戸コミュニティセンター

日　程 曜日 場　所 時　間 予約締切
4月17日 水 大島離島開発センター １０：００～１２：００ 4月9日（火）
4月25日 木 西海保健センター １０：００～１２：００ 4月17日（水）
5月8日 水 大瀬戸保健センター １０：００～１２：００ 4月30日（火）
5月9日 木 西彼保健福祉センター １０：００～１２：００ 5月1日（水）

臨床心理士による子育てに関する
相談を受付けています。すくすく相談

　乳幼児相談、乳幼児健康診査等の日程については、「平成 25年度 
西海市母子健康カレンダー」に掲載しています。母子健康カレンダー
は、母子保健事業実施時や各総合支所でも配布しています。また、西
海市ウェブサイトにも掲載しています。

子どもの予防接種
日　程 曜日 種別 場　所 受付時間

4月16日 火 三種混合
池田医院 13:30～14:00
金森医院 14:45～15:15

5月14日 火 ポリオ
池田医院 13:30～14:00
金森医院 14:45～15:15

5月21日 火 三種混合 西彼保健福祉センター 13:00～13:30
　平成 25年度の麻しん・風しん予防接種の対象は下記のよ
うになっています。
・第 1期 : 生後 12か月以上 24か月未満
・第 2期 : 平成 19年 4月 2日～平成 20年 4月 1日生まれ

日　程 曜日 場　所 受付時間
4月19日 金 健康づくり課

13：30～16：004月23日 火 西彼総合支所
5月7日 火 西海保健センター
5月10日 金 大島総合支所
5月17日 金 健康づくり課
5月28日 火 西彼総合支所

※上記の定例日以外の発行については、健康づくり課にお尋ねください。
※母子健康手帳交付には、印鑑が必要です。

母子健康手帳交付日程

日　程 曜日 場　所 受付時間
4月22日・5月27日 月 西彼保健福祉センター

9：30～11：00
4月24日・5月29日 水 西海保健センター
4月25日・5月30日 木 大島離島開発センター
4月30日・5月28日 火 崎戸中央公民館
4月26日・5月31日 金 大瀬戸保健センター
※身体や心の健康に関することなどご相談ください。
　保健師などによる個別相談を行います。

健康相談（4・5月）

［ 2013年4月15日 ～5月31日 ］

15 月
16 火 ●
17 水 ■人権・行政・法律相談

　（西彼保健福祉センター・10時～ 15時） ●
18 木
19 金 ●
20 土
21 日 ■西海市長選挙・西海市議会議員選挙

　（市内各投票所・7時～ 18時） ●
22 月 ●
23 火 ■障がい者就労相談

　（福祉事務所 1階会議室・13時～ 15時） ●
24 水 ●
25 木 ● ●
26 金 ●
27 土
28 日 　 ●
29 月 昭和の日 ●
30 火 ●

※
※

15 月
4月



広
報
紙
か
ら
抜
き
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い※専門外に対しては診療ができない場合があります。※当番医は変更になることがあります。※ご利用の際は、当番医に電話で確認してください。

5月3日(金・祝） 5月4日（土・祝） 5月5日(日・祝) 5月6日(月・祝) 5月12日（日） 5月19日（日） 5月26日（日）
東内科医院（西彼） 
☎27-0127

田中医院（西海） 
☎32-0033

田中クリニック（西彼） 
☎27-0035

たいら医院（西海） 
☎32-2011

小武医院（西海） 
☎32-2121

真珠園療養所（西彼） 
☎28-0038

金森医院（西海） 
☎32-0006

須山医院（大島） 
☎34-2123

山崎医院（崎戸） 
☎35-3337

池田医院（西海） 
☎33-2021

雪浦診療所
（大瀬戸） 
☎37-0150

わたなべクリニック 
（大瀬戸） 
☎23-3002

浦口医院（大瀬戸） 
☎22-0015 

松島診療所（大瀬戸） 
☎22-0271

須山医院（大島） 
☎34-2123

救急医療
在宅当番医
西彼杵医師会 

☎095-882-5268

1 水
2 木
3 金 憲法記念日 ●
4 土 みどりの日 ●
5 日 こどもの日 ●
6 月 振替休日 ●
7 火 ●
8 水 ■行政相談（大瀬戸コミセン・10時～ 15時） ●
9 木 ■年金相談（予約制）

　（大島総合支所・11時～ 15時） ●
10 金 ■人権・行政・法律相談

　（崎戸社会福祉センター・10時～ 15時） ●
11 土
12 日 ■市内中学校体育大会 ●
13 月 ■行政相談

　（大島社会福祉センター・10時～ 14時）

14 火 ■障がい者就労相談
　（福祉事務所 1階会議室・13時～ 15時） ●

15 水 ■人権・行政・法律相談
　（西彼保健福祉センター・10時～ 15時）

16 木
17 金 ●
18 土
19 日 ■市内小学校運動会 ●
20 月
21 火 ●
22 水
23 木
24 金
25 土
26 日 ■西海市中総体（球技・武道）（市内各会場） ●
27 月 ●
28 火 ■障がい者就労相談

　（福祉事務所 1階会議室・13時～ 15時） ● ●
29 水 ●
30 木 ●
31 金 ●

1 水
5月
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